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2021 年（令和 3年）

10 月・11 月号

2021年10月
日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5

PC何でも相談
健康体操

6 7

月例ウォーキング

8 9

10 11

休館日（第二月曜
日）

12

健康体操

13 14 15 16

17 18

元気チェック

19

健康体操

20 21 22 23

24 25

休館日（第四月曜
日）

26

脳トレ・福祉なん
でも相談
健康体操

27 28 29 30

無料スマホ教室

無料スマホ教室

無料スマホ教室

31

平和展（広島原爆資料館より借用したパネル展示（ロビー）

平和展（広島原爆資料館より借用したパネル展示（ロビー）

平和祈念のつどい

2021年11月
日 月 火 水 木 金 土

1 2

PC何でも相談
健康体操

3 文化の日 4

月例ウォーキング
一花さん独演会
予約受付開始

5 6

第11回かるがも落
語会

7 8

休館日（第二月曜
日）

9

健康体操

10 11 12 13

14 15

元気チェック

16

健康体操

17 18 19 20

21 22

休館日（第四月曜
日）

23 勤労感謝の日 24 25 26

たすけあい有償
活動・協力員事業
説明会

27

28 29 30

脳トレ・福祉なん
でも相談
健康体操

全ての企画・イベントは緊急事態
宣言の解除後から行います

9 月 28 日
福祉・なんでも
相談
健康体操

9 月 29 日
地域探訪ウォー
キング中止　中止

土木・造園・建築・公共施設総合管理

本社事務所／東京都多摩市落合 6-15-6

TEL．042-371-1831（代） FAX.042-376-7441

h t t p : / / w w w . t a m a n e w . c o m /

株式
会社多摩ニュータウンサービス

ニュータウンライフの
ベストパートナー

2019 年 11 月 9-10 日に実施された「か2019 年 11 月 9-10 日に実施された「か
るがも館まつり」風景です。来年こそは！るがも館まつり」風景です。来年こそは！

令
和
３
年
度
の
か
る
が
も
館
ま
つ
り
中
止
の
お
知
ら
せ

大
栗
川
・
か
る
が
も
館
の
運
営
に
関
し
ま
し
て
は
日
頃
よ
り
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
ま
す
こ
と
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は
、
残
念
な
が
ら
ご
存
じ
の
通
り
、
い
ま

だ
収
束
の
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。、
ま
た
多
摩
市
内
に
於

い
て
も
感
染
者
が
増
加
し
て
い
る
状
況
で
す
。

こ
の
状
況
の
中
で
、
例
年
で
す
と
11
月
初
旬
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
「
か
る
が
も

館
ま
つ
り
」
は
感
染
対
策
を
行
い
、
ま
た
規
模
を
縮
小
す
る
な
ど
し
て
実
施
す
べ

く
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
皆
様
の
安
心
・
安
全
を
最

優
先
に
考
え
ま
す
と
、
中
止
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
の
判
断
に
立
ち
至
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
す
の
で
、
誠
に
残
念
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
中
止
の
判
断
に
つ

き
ま
し
て
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
自
愛
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

か
る
が
も
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会

多
摩
県
？
（
三
多
摩
編
入
始
末
）

昔
、
三
多
摩
地
域
が
神
奈
川
県
に
属
し
て
い
た
事
を
も
う
知

ら
な
い
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
の
多
摩
地
域
は
、
律
令
制
（
平
安
時
代
）
に
お
い
て
、

武
蔵
国
多
摩
郡
が
設
置
さ
れ
た
。
平
安
時
代
・
鎌
倉
時
代
の

武
蔵
七
党
な
ど
の
武
士
層
の
勃
興
と
支
配
、
戦
国
時
代
・
関

東
管
領
の
上
杉
氏
に
よ
る
支
配
を
経
て
戦
国
大
名
で
あ
る
後

北
条
氏
の
支
配
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
江
戸
時
代
に
は
、

幕
府
の
直
轄
領
や
旗
本
領
と
な
り
、
明
治
4
年
（1871
）

8
月
の
廃
藩
置
県
後
12
月
に
、
多
摩
郡
は
、
東
京
府
と
入
間

県
に
分
割
さ
れ
る
が
翌
年
、
ほ
ぼ
全
域
が
神
奈
川
県
に
移
管

さ
れ
た
。

こ
の
三
多
摩
の
移
管
に
つ
い
て
、
東
京
都
の
「
三
多
摩
編
入

始
末
」
や
「
神
奈
川
県
史
」
等
に
よ
る
と
、
明
治
時
代
前
半

の
東
京
で
は
、
飲
料
水
に
な
っ
て
い
る
玉
川
上
水
の
衛
生
管

理
と
水
源
確
保
が
明
治
初
期
に
お
け
る
課
題
の
一
つ
で
あ
っ

た
。
明
治
19
年
（1886

）
コ
レ
ラ
が
大
流
行
し
（
多
摩
川

上
流
で
、コ
レ
ラ
患
者
の
衣
服
を
洗
濯
し
、玉
川
上
水
を
伝
っ

て
）
東
京
の
水
道
が
汚
染
さ
れ
て
し
ま
う
と
の
う
わ
さ
が
広

ま
っ
た
。多
摩
川
上
流
を
東
京
の
管
理
下
に
置
か
な
け
れ
ば
、

衛
生
的
な
水
道
の
安
定
的
な
供
給
は
図
れ
な
い
と
し
、
明
治

6
年
（1873

）
に
申
請
、明
治
19
年
（1886

）
に
も
申
請
、

明
治
25
年
（1892

）
警
視
総
監
の
強
力
な
後
押
し
や
神
奈

川
県
知
事
の
協
力
に
よ
り
（
三
多
摩
地
区
で
は
東
京
へ
の
移

管
に
反
対
す
る
者
の
方
が
は
る
か
に
多
か
っ
た
）
翌
年
、
東

京
移
管
が
実
現
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
三
多
摩
移
管
は
、
水
資
源
問
題
よ
り
も
政
治

的
思
惑
の
方
が
大
き
か
っ
た
と
も
言
う
。

三
多
摩
は
、
政
府
と
対
立
す
る
自
由
党
の
勢
力
が
最
も
強
い

地
域
で
内
海
神
奈
川
県
知
事
は
明
治
25
年
（1892

）
の
総

選
挙
で
自
由
党
に
圧
力
を
加
え
、
政
局
が
混
乱
し
て
い
た
。

そ
こ
で
、
打
開
策
と
し
て
、
三
多
摩
地
域
を
東
京
に
移
管
す

る
作
戦
に
出
た
。
東
京
府
で
は
自
由
党
の
勢
力
は
弱
く
移
管

に
よ
っ
て
影
響
力
を
そ
ぐ
事
が
出
来
る
と
し
た
。ま
た
当
時
、

日
本
政
府
は
日
清
戦
争
を
控
え
、
軍
拡
政
策
に
反
対
す
る
自

由
党
の
足
か
せ
を
取
り
除
け
る
と
の
考
え
か
ら
、
三
多
摩
は

東
京
府
へ
移
管
さ
れ
た
。

大
正
時
代
に
な
る
と
、
三
多
摩
を
東
京
都
に
加
え
る
べ
き
か

否
か
と
い
う
問
題
（
東
京
府
と
東
京
市
を
統
合
し
て
東
京
都

に
移
行
す
る
論
議
の
中
で
）
が
焦
点
と
な
っ
た
。
東
京
市
と

三
多
摩
で
は
経
済
格
差
が
大
き
く
、
東
京
市
側
は
反
対
で
、

三
多
摩
で
は
編
入
に
賛
成
が
多
く
、
昭
和
15
年
（1940

）

三
多
摩
も
含
め
て
東
京
都
に
な
る
ま
で
、
神
奈
川
県
に
再
編

入
す
る
案
や
、
多
摩
県
設
置
に
よ
る
多
摩
地
区
の
独
立
が
提

案
さ
れ
た
。
も
し
多
摩
県
が
誕
生
し
て
い
れ
ば
、
人
口
約

４
０
０
万
人
の
全
国
有
数
の
県
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
だ
ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
化
部
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
の
た
め
、
当
面
の
間
20
時
閉
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
と
も
な
い
窓
口
受
け
付
け
業
務
は
19
時
30
分
で
終
了
い
た
し
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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地域の子育て支援を 
してみませんか 

保育園への送り迎え 短時間の預かり 

空いている時間にサポートを！ 

謝礼 ８５０円～１０００円 

TEL042-357-5105 多摩市豊ヶ丘1-21-3  子ども家庭支援センター2階 

お問合せは 多摩市ファミリー・サポート・センター 

 
提供会員になって  社社会会福福祉祉法法人人  大大和和会会      

ややままとと保保育育園園  
自自分分をを愛愛しし  仲仲間間をを愛愛しし  地地球球をを愛愛しし  ああななたたららししくく  

 

〒206-0001 多摩市和田
1534 番地 

 

 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
  

http://www.yamatohoikuen.jp 

TEL  042-373-5039 

ややままとと保保育育園園はおいしい食事を楽しく食べ、元気に遊び  

大人や友達と関わりながら、生きる力を育てることを目指します！ 

東京都多摩市百草1146-1稲荷塚コーポラス106

使い方イロイロ！
菓子製造業許可付き
シェアキッチンです。

kado.kitchen

少人数会員制シェアキッチン

パ
ソ
コ
ン
何
で
も
相
談

パ
ソ
コ
ン
何
で
も
相
談

1010
月月
55
日日
・・
1111
月月
22
日
（
第
一
火
曜
日
）

日
（
第
一
火
曜
日
）

場
所
：
調
理
室
　

場
所
：
調
理
室
　
99
時時
3030
分
～
分
～
1212
時時
3030
分
（
時
間
延
長
）

分
（
時
間
延
長
）

ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
相
談
も
承
り
ま
す
。

ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
相
談
も
承
り
ま
す
。

か
る
が
も
館
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
相
談
も
ど
う
ぞ
。

か
る
が
も
館
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
相
談
も
ど
う
ぞ
。

参
加
希
望
の
方
は
前
月
末
ま
で
に
、
質
問
内
容
を
紙
に

参
加
希
望
の
方
は
前
月
末
ま
で
に
、
質
問
内
容
を
紙
に

書
い
て
、
受
付
ま
で
お
伝
え
下
さ
い
。

書
い
て
、
受
付
ま
で
お
伝
え
下
さ
い
。

相
談
時
間
は

相
談
時
間
は
3030
分
程
度
と
な
り
ま
す
が
、
毎
月
実
施
し

分
程
度
と
な
り
ま
す
が
、
毎
月
実
施
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
解
決
し
な
い
時
は
何
度
で
も
遠
慮

て
お
り
ま
す
の
で
、
解
決
し
な
い
時
は
何
度
で
も
遠
慮

な
く
相
談
に
来
て
下
さ
い
。

な
く
相
談
に
来
て
下
さ
い
。
33
名
体
制
で
対
応
し
ま
す

名
体
制
で
対
応
し
ま
す

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
相
談
さ
れ
る

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
相
談
さ
れ
る

機
器
は
持
参
願
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
部
）

機
器
は
持
参
願
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
部
）

福
祉
な
ん
で
も
相
談

福
祉
な
ん
で
も
相
談((

脳
ト
レ

脳
ト
レ))

1010
月月
2626
日日
・・
1111
月月
3030
日
（
火
曜
日
）

日
（
火
曜
日
）
1414
時
～
時
～
1616
時時

社
会
福
祉
協
議
会
（
社
協
）
と
西
部
地
域
包
括
支
援
セ

社
会
福
祉
協
議
会
（
社
協
）
と
西
部
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ン
タ
ー
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

今
は
認
知
症
予
防
と
し
て
「
脳
ト
レ
」
を
実
施
し
て
い

今
は
認
知
症
予
防
と
し
て
「
脳
ト
レ
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
出
張
窓
口
と
し
て
ご
利
用
下
さ
い
。

ま
す
が
、
出
張
窓
口
と
し
て
ご
利
用
下
さ
い
。

場
所
：
調
理
室
　

場
所
：
調
理
室
　               

               

　
　
　
　

　
　
　
　（
健
康
福
祉
部
）

（
健
康
福
祉
部
）

か
る
が
も
館
で
元
気
チ
ェ
ッ
ク

か
る
が
も
館
で
元
気
チ
ェ
ッ
ク

1010
月月
1818
日
・
日
・
1111
月月
1515
日
（
第
三
月
曜
日
）

日
（
第
三
月
曜
日
）
1111
時
～
時
～
1212
時時

場
所
：
調
理
室

場
所
：
調
理
室

簡
単
な
チ
ェ
ッ
ク
で

簡
単
な
チ
ェ
ッ
ク
で

・
早
期
発
見
！
危
険
な
老
化
の
サ
イ
ン

・
早
期
発
見
！
危
険
な
老
化
の
サ
イ
ン

・
血
圧
・
握
力
・
月
替
わ
り
検
査

・
血
圧
・
握
力
・
月
替
わ
り
検
査

・
筋
力
量
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
記
録
し
て
い
ま
す
。

・
筋
力
量
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
記
録
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
：
概
ね

対
象
者
：
概
ね
6060
才
以
上
で
す
。

才
以
上
で
す
。

測
定
チ
ェ
ッ
ク
に
は
西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

測
定
チ
ェ
ッ
ク
に
は
西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　

協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　

  （
健
康
福
祉
部
）

（
健
康
福
祉
部
）

健
康
体
操

健
康
体
操

毎
週
火
曜
日

毎
週
火
曜
日　　
1010
時
～
時
～
1212
時時　

会
議
室
１
・２

　

会
議
室
１
・２

健
康
体
操
は
、
足
腰
を
鍛
え
る
た
め
の
「
元
気
ア
ッ
プ

健
康
体
操
は
、
足
腰
を
鍛
え
る
た
め
の
「
元
気
ア
ッ
プ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
主
役
に
な
っ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
主
役
に
な
っ

て
、
週
１
回
行
い
ま
す
。

て
、
週
１
回
行
い
ま
す
。

※※
1111
月月
2323
日
（
勤
労
感
謝
の
日
）
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
（
勤
労
感
謝
の
日
）
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
健
康
福
祉
部
）

（
健
康
福
祉
部
）

月
例
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

月
例
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
第
１
木
曜
日
）

（
第
１
木
曜
日
）

︽
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
健
康
の
源
。
楽
し
く
参
加
し
み
ん

︽
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
健
康
の
源
。
楽
し
く
参
加
し
み
ん

な
友
達
に
な
ろ
う
︾

な
友
達
に
な
ろ
う
︾

○○
日
時
：

日
時
：
1010
月月
77
日
・
日
・
1111
月月
４４
日
（
第
一
木
曜
日
）

日
（
第
一
木
曜
日
）

・
休
憩
を
含
め
て
２
時
間
程
度

・
休
憩
を
含
め
て
２
時
間
程
度

　
（
初
級
者
向
け
）
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
す
。

　
（
初
級
者
向
け
）
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
す
。

コ
ー
ス
は
身
近
な
地
域
を
歩
き
ま
す
。

コ
ー
ス
は
身
近
な
地
域
を
歩
き
ま
す
。

　
　
　
　

坂
道
・
階
段
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

坂
道
・
階
段
が
あ
り
ま
す
。

・
雨
天
・
猛
暑
時
は
中
止
で
す
（
当
日
現
地
で
判
断
）。

・
雨
天
・
猛
暑
時
は
中
止
で
す
（
当
日
現
地
で
判
断
）。

・
持
ち
物
は

・
持
ち
物
は

　
　
　

マ
ス
ク
・
飲
み
物
・
帽
子
・
タ
オ
ル
。

　
　
　

マ
ス
ク
・
飲
み
物
・
帽
子
・
タ
オ
ル
。

　
　
　

歩
き
や
す
い
服
装
と
運
動
靴
で
。

　
　
　

歩
き
や
す
い
服
装
と
運
動
靴
で
。

  

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ポ
ー
ル
と
傘
は
使
用
不
可
で
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ポ
ー
ル
と
傘
は
使
用
不
可
で
す
。

　
　
　
　

午
前

　
　
　
　

午
前
1010
時
～
時
～
1212
時
頃
時
頃

○
集
合
場
所
：
中
和
田
橋
公
園
（
９
時

○
集
合
場
所
：
中
和
田
橋
公
園
（
９
時
4545
分
集
合
）

分
集
合
）

駐
車
場
は
有
り
ま
せ
ん
の
で
ご
留
意
下
さ
い
。

駐
車
場
は
有
り
ま
せ
ん
の
で
ご
留
意
下
さ
い
。

○
申
込
：
受
付
又
は
電
話
で
前
日
ま
で
に
予
約

○
申
込
：
受
付
又
は
電
話
で
前
日
ま
で
に
予
約

○
定
員
：

○
定
員
：
1515
名
（
先
着
申
込
順
）

名
（
先
着
申
込
順
）

（
健
康
福
祉
部
）

（
健
康
福
祉
部
）

全
て
の
企
画
は
予
告
な
く
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

全
て
の
企
画
は
予
告
な
く
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

第
３
回
か
る
が
も
館
平
和
展

第
３
回
か
る
が
も
館
平
和
展

日
時
：

日
時
：
1010
月月
55
日
（
火
）
～

日
（
火
）
～
1616
日
（
土
）

日
（
土
）

展
示
：「
被
爆
体
験
証
言
者
と
高
校
生
と
の
共
同

展
示
：「
被
爆
体
験
証
言
者
と
高
校
生
と
の
共
同

制
作
に
よ
る
『
原
爆
の
絵
』」

制
作
に
よ
る
『
原
爆
の
絵
』」

会
場
：

会
場
：
11
階
ロ
ビ
ー　

共
催
：
多
摩
市

階
ロ
ビ
ー　

共
催
：
多
摩
市

平
和
祈
念
の
つ
ど
い

平
和
祈
念
の
つ
ど
い

日
時
：

日
時
：
1010
月月
1010
日
（
日
）

日
（
日
）

1313
時時
3030
分
～
分
～
1616
時時
（
開
場
：

（
開
場
：
1313
時
）
時
）

会
場
：

会
場
：
22
階
ホ
ー
ル　

階
ホ
ー
ル　

入
場
無
料　

先
着

入
場
無
料　

先
着
4040
名名

予
約
不
要（
当
日
直
接
ホ
ー
ル
に
ご
来
場
下
さ
い
）

予
約
不
要（
当
日
直
接
ホ
ー
ル
に
ご
来
場
下
さ
い
）

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
予
定
）

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
予
定
）

•	•	

被
爆
者
の
証
言

被
爆
者
の
証
言

　
　
　
　

体
験
を
伝
承
で
次
の
世
代
に
伝
え
ま
す

体
験
を
伝
承
で
次
の
世
代
に
伝
え
ま
す

•	•	

多
摩
市
子
ど
も
被
爆
地
派
遣
参
加
者
の
感
想

多
摩
市
子
ど
も
被
爆
地
派
遣
参
加
者
の
感
想

•	•	

平
和
へ
の
祈
り
（
歌
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
）

平
和
へ
の
祈
り
（
歌
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
）

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー　

カ
ツ
ル
ミ
さ
ん

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー　

カ
ツ
ル
ミ
さ
ん

長
崎
県
大
村
市
出
身
、
多
摩
市
在
住

長
崎
県
大
村
市
出
身
、
多
摩
市
在
住

2012
2012

年
「
多
摩
市
を
元
気
に
す
る
イ
メ
ー
ジ
コ

年
「
多
摩
市
を
元
気
に
す
る
イ
メ
ー
ジ
コ

ン
テ
ス
ト
」
に
お
い
て
最
優
秀
賞
受
賞

ン
テ
ス
ト
」
に
お
い
て
最
優
秀
賞
受
賞

（
写
真
右
上
：
昨
年
の
派
遣
参
加
者
発
表
か
ら
）

（
写
真
右
上
：
昨
年
の
派
遣
参
加
者
発
表
か
ら
）

（
写
真
右
下
：
昨
年
の
カ
ツ
ル
ミ
さ
ん
演
奏
風
景
）

（
写
真
右
下
：
昨
年
の
カ
ツ
ル
ミ
さ
ん
演
奏
風
景
）

予
告
な
く
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

予
告
な
く
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す（
文
化
部
）

（
文
化
部
）

無
料
ス
マ
ホ
教
室
（
４
名
）

無
料
ス
マ
ホ
教
室
（
４
名
）

は
じ
め
て
の
カ
メ
ラ
編
（

は
じ
め
て
の
カ
メ
ラ
編
（
会
場
：２
階
会
議
室
１

会
場
：２
階
会
議
室
１
））

1010
月月
2727
日
（
水
）

日
（
水
）
午
後
２
時
開
催

午
後
２
時
開
催  

1010
月月
1414
日
午
後
２
時
か
ら
電
話
で
先
着
順
受
付

日
午
後
２
時
か
ら
電
話
で
先
着
順
受
付

予
告
な
く
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

予
告
な
く
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す（
総
務
部
）

（
総
務
部
）

第第
1111
回
か
る
が
も
落
語
会

回
か
る
が
も
落
語
会

出
演
：
寝
床
の
会

出
演
：
寝
床
の
会

日
時
：

日
時
：
1111
月月
66
日
（
土
）

日
（
土
）

1414
時
よ
り

時
よ
り
（（
1313
時時
3030
分
開
場
）

分
開
場
）

会
場
：
２
階
ホ
ー
ル

会
場
：
２
階
ホ
ー
ル

入
場
無
料　

先
着

入
場
無
料　

先
着
4040
名名

予
約
不
要（
当
日
直
接
ホ
ー
ル
に
ご
来
場
下
さ
い
）

予
約
不
要（
当
日
直
接
ホ
ー
ル
に
ご
来
場
下
さ
い
）

会
場
に
て

会
場
に
て
1212
月
４
日
の
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

月
４
日
の
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

予
告
な
く
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

予
告
な
く
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す（
文
化
部
）

（
文
化
部
）

た
す
け
あ
い
有
償
活
動
事
業
説
明
会

た
す
け
あ
い
有
償
活
動
事
業
説
明
会

日
時
：

日
時
：
1111
月月
2626
日
（
金
）

日
（
金
）
1010
時
～
時
～
1111
時時
3030
分分

会
場
：
２
階
ホ
ー
ル

会
場
：
２
階
ホ
ー
ル

定
員
：

定
員
：
1515
名
（
要
申
込
）

名
（
要
申
込
）

た
す
け
あ
い
有
償
活
動
と
は
、
高
齢
や
病
気
な
ど

た
す
け
あ
い
有
償
活
動
と
は
、
高
齢
や
病
気
な
ど

に
よ
り
日
常
生
活
で
お
困
り
の
方
を
地
域
の
皆
さ

に
よ
り
日
常
生
活
で
お
困
り
の
方
を
地
域
の
皆
さ

ま
が
協
力
員
と
な
っ
て
支
え
合
う
有
償
の
助
け
合

ま
が
協
力
員
と
な
っ
て
支
え
合
う
有
償
の
助
け
合

い
の
仕
組
み
で
す
。
市
内
及
び
近
郊
に
お
住
ま
い

い
の
仕
組
み
で
す
。
市
内
及
び
近
郊
に
お
住
ま
い

のの
1818
歳
以
上
の
健
康
な
方
で
福
祉
に
理
解
の
あ
る

歳
以
上
の
健
康
な
方
で
福
祉
に
理
解
の
あ
る

方
で
あ
れ
ば
性
別
経
験
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

方
で
あ
れ
ば
性
別
経
験
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

◆◆
６
・９
月
に
計
画
し
て
い
た
説
明
会
で
す

６
・９
月
に
計
画
し
て
い
た
説
明
会
で
す
◆◆

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

多
摩
市
社
会
福
祉
協
議
会　

多
摩
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

多
摩
市
社
会
福
祉
協
議
会　

多
摩
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話
：

電
話
：042-389-3344

042-389-3344

（
日
・
祝
日
を
除
く
）

（
日
・
祝
日
を
除
く
）

予
告
な
く
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

予
告
な
く
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

（
健
康
福
祉
部
）

（
健
康
福
祉
部
）

第第
1212
回回  

か
る
が
も
落
語
会

か
る
が
も
落
語
会

春
風
亭
一
花
（
い
ち
は
な
）

春
風
亭
一
花
（
い
ち
は
な
）
独
演
会
（
写
真
）

独
演
会
（
写
真
）

日
時
：

日
時
：
1212
月月
４４
日
（
土
）

日
（
土
）
1414
時
～
時
～
1616
時時

開
場
：

開
場
：
1313
時時
3030
分分

会
場
：

会
場
：
22
階
ホ
ー
ル
（

階
ホ
ー
ル
（
4040
名
）
名
）　　

★
申
込
（
予
約
は
電
話
に
て
受
付
）
先
着

★
申
込
（
予
約
は
電
話
に
て
受
付
）
先
着
4040
名名

◆◆
８
月
に
計
画
し
て
い
た
独
演
会
で
す

８
月
に
計
画
し
て
い
た
独
演
会
で
す
◆◆

予
約
券
あ
る
方
は
当
日
５
０
０
円
の
支
払
い

予
約
券
あ
る
方
は
当
日
５
０
０
円
の
支
払
い

予
約
券
の
な
い
方
は
当
日
７
０
０
円
の
支
払
い
と

予
約
券
の
な
い
方
は
当
日
７
０
０
円
の
支
払
い
と

な
り
ま
す
。

な
り
ま
す
。

予
告
な
く
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

予
告
な
く
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す（
文
化
部
）

（
文
化
部
）

駐
車
場
は
用
意
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、ご
来
場
に
は
公
共
機
関
の
ご
利
用
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

申
込
先
：
か
る
が
も
館
電
話
（
０
４
２
ー
３
７
２
ー
７
５
７
５
）
受
付
時
間
（

電
話
（
０
４
２
ー
３
７
２
ー
７
５
７
５
）
受
付
時
間
（
1010
時
～
時
～
2020
時
）
時
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第第 33 回回かかるるががもも館館平平和和展展  

主催 多摩市和田東寺方コミュニティセンター運営協議会 
共催 多摩市 
問い合わせ  042－372-7575 

2021.10.5（火）～10.16(土)10：00～16：00 
１
階
ロ
ビ
ｰ 

 

広島基町高等学校生徒と 

   被爆者との共同制作による 

         「原爆の絵」 

コロナ感染防止のため、ホールの定員は 40席といた
します。 
また予告なく中止することがございます。 

2021.10.10(日) 13：30～16：00 

２
階
ホ
ｰ
ル 

平和祈念のつどい 

  被ばく体験を語る 

   体験を伝承で次の世代につなぎます。 

 

  多摩市被爆地派遣事業の発表 

 シンガーソングライター 

  カツルミさんの歌とメッセージ 

入入場場無無料料  

　
御
朱
印
に
つ
い
て

県
を
超
え
た
移
動
が
躊
躇
・
懸
念
さ
れ
る
今
日
こ
の

頃
で
す
が
、
近
く
の
神
社
や
寺
院
に
参
拝
さ
れ
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
知
り
合
い
で
谷
中

の
由
緒
あ
る
日
蓮
宗
の
住
職
よ
り
御
朱
印
に
つ
い
て

教
え
て
頂
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
調
べ
る
と
様
々
な
意
見

が
あ
る
の
は
承
知
で
こ
こ
に
記
載
い
た
し
ま
す
。

◆

御
朱
印
の
起
源
は
、寺
社
へ
写
経
を
納
め
た
（
納
経
）

際
の
受
付
印
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
ら
参
拝
し
た
証
と
し
て
御
朱
印
を
拝
受
す
る
。
あ

く
ま
で
参
拝
す
る
と
い
う
宗
教
行
為
が
前
提
に
あ

り
、
そ
の
証
と
し
て
拝
受
す
る
事
が
、
寺
社
に
も
喜

ば
れ
る
参
拝
方
法
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
神
社
や
寺
院
に
参
拝
す
る
こ
と
で
得
ら

れ
る
参
拝
証
で
あ
り
神
様
や
仏
様
と
の
縁
結
び
の
象

徴
で
も
あ
り
ま
す
。
当
初
は
写
経
奉
納
が
必
要
で
し

た
が
、
時
代
と
と
も
に
簡
略
化
さ
れ
志
納
金
を
払
う

と
手
に
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
谷
中
の
お

寺
で
も
御
朱
印
を
拝
受
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

寺
社
を
巡
り
分
け
る
方
は
、
神
社
用
・
寺
院
用
・
日

蓮
宗
用
（
御
首
題
帳
）
と
分
け
る
方
が
多
い
で
す
し
、

こ
の
よ
う
に
分
け
て
頂
く
と
よ
り
心
が
通
じ
る
気
が

し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
御
朱
印
集
め
の
目
的
は
人
そ

れ
ぞ
れ
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
ス
タ
ン
プ
帳
と
い
う

扱
い
は
出
来
れ
ば
避
け
て
頂
き
た
い
。
共
通
し
て
言

え
る
こ
と
は
、「
日
本
の
伝
統
文
化
」に
触
れ
ら
れ
る
、

と
い
う
こ
と
で
す
。
御
朱
印
を
手
に
入
れ
て
、
神
社

や
お
寺
を
応
援
し
た
り
、
特
別
な
思
い
出
を
作
っ
た

り
し
て
頂
け
る
と
嬉
し
い
限
り
で
す
。

御
朱
印
を
受
け
取
る
際
の
お
願
い

• 

必
ず
事
前
に
参
拝
す
る
。

• 

御
朱
印
は
記
念
印
で
は
な
い
た
め
、
ノ
ー
ト
で

の
受
け
取
り
は
禁
止
。

• 

御
朱
印
が
終
わ
る
ま
で
は
静
か
に
待
つ
。

• 

書
き
手
の
写
真
は
撮
ら
な
い
。

• 

書
き
手
に
感
謝
を
伝
え
る
。

右
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
中
央
線
御
朱
印
案
内（
広
報
部
）

YouTube で見られます
大栗川・かるがも館のロビーに設置されているテレビ
で時々流れている案内ビデオには気がつかれている
でしょうか。現在は、多摩市市制 50周年の紹介ビデ
オ（多摩市提供）と共に表示されています。
この案内ビデオ部分をロビーからだけではなく見ら
れる様にとのご要望がありましたので、YouTube に
登録しました。何かイベントが追加されたり、変更が
あったときに適時アップデートしております。
かるがも館のHPからリンクしていますので、興味が
ありましたらクリックしてみて頂ければと思いま
す。ご意見もお待ちしております。（広報部）


